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研究成果の概要（和文）：フレイルから改善した者の特徴を加味し、地域で実践可能なフレイル改善プログラム
を開発することを目的とした。
　高齢者縦断追跡コホート研究（9年間）のデータを解析し、全体的に様々な機能低下を認める中、9年前と同等
の健康状態を維持もしくはフレイル状態から改善するには、栄養・運動・社会参加の複合的介入が重要である可
能性を見出した。そこで、住民主体地域活動「フレイルチェック」と上記３要素の複合講座の有効性を検証し
た。継続参加者ではフレイル状態が改善し、介護認定率が軽減することを明らかとした。
　高齢住民の日常生活内にこの３要素を複合的に施すことが、フレイル状態を改善し、介護予防に貢献し得るこ
とを見出した。

研究成果の概要（英文）：We aimed to develop a community-based frailty improvement program based on 
the characteristics of those who have improved from frailty. We analyzed Kashiwa cohort data 
accumulated over 9 years. We found that a combined intervention of nutrition, physical activity, and
 social engagement (as "Trinity") may be important to maintain the same health status in the 
follow-up period or to improve from frailty status, while functional declines were observed overall.
 Further, we found that frailty was improved, and the certification rate was reduced in those who 
continued to participate in "Frailty Check-ups," a resident-led community activity, and the combined
 Trinity above. 
this combination of nutrition, physical activity, and social engagement could improve frailty state 
and contribute to the prevention of long-term care among community-dwelling older adults. Meeting as
 many as possible and even all three factors might be recommended to frailty prevention in citizen’
s life-style modification

研究分野： 老年学、老年医学

キーワード： フレイル　サルコペニア　地域在住高齢者　フレイルチェック
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「フレイル」は可逆性を包含した概念であるが、フレイルを有する地域在住高齢者の改善に向けた方法論は確立
されていない。我々は、コホート研究（柏スタディ）の長期追跡データベースから、フレイル状態の改善要因を
見出し、住民主体の地域活動「フレイルチェック」を応用実践する形で「栄養・運動・社会参加の複合プログラ
ム」を開発、フレイル状態の改善や介護認定率の軽減効果を明らかにした。
　フレイルチェックは既に82自治体に導入され今後も増加見込みである。よって、本研究で得た知見やノウハウ
は全国規模の自治体に共有できる基盤は構築されているため、日本全国のフレイル対策に確実に寄与していると
いえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
加齢による生活機能低下には大きく二つの経路が存在する。一つは、脳血管疾患等のイベント

に起因する急激な低下の経路である。そしてもう一つは、健康な状態から虚弱段階を経て徐々に
低下する経路である。日本人高齢者 5,715 名を 20年間追跡した調査では、大半が後者の経路を
辿ることが明らかになっている（秋山. 科学. 2010）。超高齢社会を迎えた我が国において健康
寿命の延伸を実現するため、日本老年医学会はこの虚弱段階（frailty）を「フレイル」という
名称で再設定し、国民が前向きな気持ちで予防意識を高めるための啓発を行っている。フレイル
の特徴には、健康状態から要介護状態へ移行するまでの「中間の時期」、身体、精神心理、社会
といった要素を包含する「多面性」、そして早期からの然るべき介入により改善の余地が残され
ている「可逆性」がある（日本老年医学会. 2014）。その背景にあって、我々は本研究に至る前
から、ポピュレーション・アプローチの形として、地域の高齢者のための高齢者によるフレイル
早期発見・予防プログラム「栄養（食・口腔機能）、運動、社会参加の三位一体包括的フレイル
チェック（以下、フレイルチェック）」を開発、多くの市区町村に導入されており、全国の自治
体を巻き込むアクションリサーチに発展している（飯島. 日本サルコペニア・フレイル学会雑
誌. 2018）。一方、ポピュレーション・アプローチ特有の課題として、効果が特定層に偏ってし
まうという限界がある。特に、既にフレイルを有する高齢者には、その特徴と欠落点を掌握した
上での傾斜をつけたユニバーサル・アプローチが必要になるが、地域に根差した取り組みは国際
的にみても限られている。タンパク質等の栄養やレジスタンス運動等の運動による介入効果を
検証した研究では一定の改善効果が報告されているものの、その多くは医療専門職による短期
間限定の介入であり、地域における汎用性という点において課題が残っている。先述した我々の
フレイルチェックにおいては、フレイル兆候の多い参加者と地域包括支援センターをつなぐ取
り組みをしているものの、具体的な改善手法の提示までは至っていない。フレイルの予防と改善
の機序の違いは何か？ 地域で実践できるフレイル改善手法とはどのようなものか？ どのよう
な対象者まで適応できるのか？ という問いへの答えは見出せていない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、従来踏み込みの甘かったフレイル状態の「改善」に焦点を当てた。フレイルの予防

と改善の機序の違い、地域で実践可能なフレイル改善手法、対象者の適応範囲等に対して、大規
模高齢者コホート研究データを用いた詳細な解析、学際的議論を通した実践的プログラムの開
発、異なるセッティングにおける多角的効果検証から迫り、あらゆる地域で実践可能な一つのモ
デルを構築する。具体的には、2019 年度から 2021 年度までの 3年間で、（1）フレイル状態から
改善した者の生物心理社会的特性や改善機序を詳細に明らかにし、（2）研究からの知見と学際的
議論を通して幅広い対象に実施可能なフレイル改善プログラムを開発し、（3）そのプログラムの
効果や妥当性を多角的に検証した上で地域活動に導入し、最終的に、あらゆる自治体で実施可能
なフレイル改善プログラムのデファクトスタンダードを構築することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
これまでに実施した第 1 次～第 5 次柏スタディのデータに加えて、2021 年次に更なる追跡調

査（第 6次調査）を実施し 9年間の追跡データを詳細に解析し、フレイルが改善した研究対象高
齢者の生物心理社会的特性とフレイル改善の機序を明らかにした。同時に、フレイル改善に関す
る介入研究のレビューを実施し、改善プログラムに必要な構成要素を抽出した。 
開発したプログラムの効果や妥当性の検証を行い、地域におけるフレイル改善プログラムを

アップデートする。具体的には、プログラムを地域在住のフレイルチェック参加高齢者に実施し、
フレイル状態の変化について前向き・定量的に検証する。フレイルチェック実地地域のうち東京
都西東京市をモデル自治体とし、介入群と非介入群による比較検討を実施した。 
４．研究成果 
 
1) 大規模コホート縦断追跡調査（柏スタディ）の第６次調査を実施し、新規参加者を含めた地

域在住高齢者約 1600 名のデータを新たに収集した。コホート開始時より 9年間の長期追跡
参加者 439 名のデータベースを解析すると、全体的に経年変化で様々な機能低下を認める
中で、18.6%が 9 年前と同様の状態で維持し、さらに 8.4%はフレイル状態がむしろ改善して
いた。本研究事業初年度に実施した 6 年間の追跡データベースを用いた解析では改善率は
27.6%と高く、より早期からの栄養・運動・社会参加の複合的介入による改善率の向上や状
態維持が重要であると思われる。 



 
2) 幅広い対象者に実施可能な栄養・運動・社会参加のフレイル改善プログラムを検証すべく、

研究代表者らが推し進める地域活動「住民主体のフレイルチェック」の導入自治体の一つで
ある東京都西東京市の参加者 533 名（男性 120 名、女性 413 名、初回時平均年齢 76.9±6.4
歳（48～94 歳））にて、フレイルチェックと栄養・運動・社会参加の複合的介入プログラム
の有効性を検証した。結果として、フレイルチェックおよび複合プログラム参加者では、フ
レイルチェックにて中程度～高リスク者の割合が 44.8%から 28.8%にまで減少していた。さ
らに、フレイルチェックに 1度しか参加せず、栄養・運動・社会参加の複合プログラム不参
加者 218 名（41%）と比べると、複数回参加者 315 名（59%）では 5年間の推定介護認定ハザ
ード率が 40%（7-62）程度軽減していた（年齢や性別、初回のフレイルチェックの結果の影
響を加味した値）。さらに、複数回参加者ではフレイルチェックの結果も有意に改善してい
た。 

3)  以上から、質の高いフレイルチェックを行い、栄養・運動・社会参加の複合的介入を施す
ことが、様々な高齢住民のフレイル状態の改善を促し、有益な介護予防にも大きく貢献して
いる。フレイルチェックは既に 82自治体に導入されており、住民が主体的に実践するもの
である。よって、本研究で得た知見や実際の介入プログラムのノウハウは全国規模の自治体
に共有できる体制基盤は構築されており、本研究の成果は全国のフレイル予防やフレイル
状態の改善に確実に寄与している。 
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